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(2）本単元の田擦や内容と音楽科で考える思削.:¥:IJ帥同駄の均一関わり同いて

本題材では，鑑賞の学官を通して感得した自分なりの自由な発想をさりに衣現へと導いていきたL、
既に小学6年で学守しているであろう今回の単元比中学生では9 曲想。楽譜ヒの構造などを探りなf
ら？楽器の音色＠素材iこ着目したi二で日本音楽の特徴に迫りたいo さらに各グループで表現し合う」」

によって，独特な日本音楽を体感できることをねらいとしている。 一

音楽科で比思考力とは感じる＠イメージする ο醐するカであり，判断刀と

刊表現力とは空かそうとする G 生かす力と考えているo それぞれを積み上けていくことに；り］？

ム楽が生まれるJ回取りあげた「鑑賞」ではフ思考力と判断力がからみ合いながらヲより豊かな表ι：くり上げ。結果的に 表現力も高まっていくと考えるo その過程においては，鑑賞することによっ

：闘した自分なりの自由な発想を大切にしヲ生徒一人一人がイメージを膨らませヲ自分なりの意味ゃ

うの形あるものへと繰り上げ，表現して
意図をもって試行錯誤しながら表現を工夫しヲ ー

いけるようにすることが大切であると考える。
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意図を共有したり共感したりするなど、他の生徒とのかかわりも 思考力や判断力

ために大きな意味をもっている。
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日本楽器一つひとつに特徴などを個々に考察し，書きまとめ，最後に全ての楽器が合わさった合奏を

改めて鑑賞することで，一つひとつ丁寧に鑑賞して想像した大合奏がどのような音に聴こえたのか，

たはどのように感じ・雰囲気を感じ取ったのか自由な発想を大切に共有し合いたいと考えた。また，よ

りこの「越天楽」に親しみ，懐かしむことができるよう多くの生徒が小学校時に学習した「越天楽今様」

を歌唱し，なんとなく「越天楽」に似ていることにも着目させたいと考え何度も聴く・歌唱する・吹く

ことを繰り返した。ここで教師は，生徒に飽きさせることなく興味を引くような言葉かけで何度も聴か

土
4
山

で弾いて聴き取り，五線に書き起こすという聴音に取り組んでいる。ー音ー音，十こ集中することによっ

て，また， 1回ではなく聴音し易いように何度も弾いているため，何度も聴く」とによってこの旋律を

よく覚え愛着することをねらいとしたo そして実際に吹いてみると，なじみ深い感じまではないが，ど

こかしら聴いたことのある何かひっかかる様な感じで， “あまり動きがない” ‘ゆったりとした・おだ

やかな” “音の高さに違いがあまりない” “音程感がない”など不穏な感じはしながらも日本の楽器に

興味を示し，特徴を探し始めた。

～リコーダー奏～
せることが留意しなければならない。また，曲全体を鑑賞するだけではなく，表現し易い部分を取り上

げ，焦点を絞って鑑賞させることで生徒は表現し易くなると考えた。このことは今回取りあげた日本音

記ん昆

E言 4
弓

(3）日本楽器に真似て実際に演奏しながら，日本音楽を表現しよう

第 3次では，鑑賞することによってとらえたことをより明確に感得するために実際に楽器を用いて演

日本楽器そのものを演奏させることは難しいので，ク、、ループまたは全体で合わせる事のできる

その際全体で合わせ，日本音楽の特徴で

奏する。

身近な楽器としてアルトリコーダーで演奏させることにした。

ある“音楽の間”を感じとらせたい。その際ワークシートの楽譜を目で追わせながら，または板書した

楽譜の音符を 1音 I音追いながら日本音楽の聞を感じとらせ，続いてアルトリコーダーで吹くことで，

よりその特徴を感得させた。そして，これまで考察してきた各楽器の特徴などを生かしながら，身近な

次にどこの国の音楽で、あるかを問うと，アジア方面と感じている生徒が多かったo ここから日本音楽

への導入となるo『雅楽』の主旋律の聴きとりをおこなったが，その一部分をCDで鑑賞したo沢山の
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ではあるが，興味・関心もって取り組んでいた。
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全ての教材分野で留意すべきと考える。
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楽に限らず，

語
草

アルトリコーダーでこの題材の旋律（ 7小節）を演奏する。音色まで追求できれば良いがこれは難しい

と考える。先ずは自分達でテンポを設定し，絶妙なズレや不規則な速度などを感じ取って演奏すると予

想される。その際，その特徴などに近づくよう試行錯誤しながら実践し合う姿を期待したい。どんな速

度で奏するのかの目安として近くにメトロノームを準備しておき，速度をより感じ取れるよう，指揮者

の役割をする輯鼓という楽器の代わりとして太鼓を準備し，グループでの日本音楽づくりをさせた。

その際，イメージしたことが音へと発展してし吋瞬間を大切にしたい。そして，発表という本番めざ

して表現を工夫したいという意欲を大切にしたい。個々のイメージを持ち寄って調和しながら練習した

仲間同士でより自由な発想で辿った音への経緯・工夫を確認し合い，最終練習をしながら今までかかわ

り合ってきたことが発表できるよう，発表の場を大切なものと位置づけたい。発表し合うことによって，

ワークシートに取り組む姿～～友だちと意見交換しながら，

そし楽器の特徴をワークシートに書き込み，

「雅楽」の合奏を鑑賞した。

(2）日本楽器に着目し，日本音楽の特徴などに迫ろう

第 2次では，第 1次で聴き取った楽器を映像で鑑賞し，

て友だちと意見交換しながら，最後に楽器全部で合わせている
さらには日ことへの喜びとさせ，これまでの仲間との表現づくりが“音をつなげる” “人をつなげる”

本音楽を親しむ気持ちが高まるよう期待するものである。

～発表会に向けてのグループ練習～

どのグループもリーダーを中心に意欲的に練習し始めた。しかし太鼓（鞠鼓）の入るタイミン

これは，何度か日本音楽を音源で聴いて合わせた上で，自

始めは，

グや，全体で拍子をとることに迷い始めた。

笠や筆集の音がすごく目立つけど， しっかり小さい音たちが支

えていて，リズムをとる楽器もあっていいなぁと思いました。

本当に日本のオーケストラみたいだなあと思いました。楽寧だ

けのクライマックスの時がきれいでした。

～「雅楽」鑑賞生徒の感想より～

筆集と笠の音がよく聞こえた。竜笛も高い音がたくさん

聞こえた。終わりの方の楽筆のニ人が息がピッタりであっ

ていた。終わりにパンチがない曲だった。ゆっくりゆっ

くりとした曲だった。

分達で会わせることで日本音楽独特な速度感・微妙なズレを感じ始めたと考える。

個性的な音が重なりあって格好いい。きれいに

合っている。様々な楽器の響きあいがすごい。

まとまっている。流れがある。そのところで何

を表現しているかが知りたい。

だんだんと音が小さくなったり，大きくなったり波みたい。

鉦鼓が音が区切りの時に”カン”ととてもかわいらしい。

息がぴったり，最初は筆業がメロデイーで目立つていたが，

最後の方は楽寧が目立つていた。

審の変わり目や出だしが，あまりはっきりとしていないんだと思った。

管が常に吹き続けていて，その中に弦が入ったり，打楽器がリズムを刻

んでいる感じだったので，少しオーケストラとは違うと思った。
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昔っぽいけれど，それでいて前から知っているような

和の曲でした。普段耳にしない音色だからか，とても

不思議な感じがしました。

すごく厳かな印象を受けた。外国の音楽の様な派手さが無くて，

すごく好印象を受けた。とても表現が難しそうな曲だと思つ。
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